
＜ 動物のすみか ～ ① 甲虫類(こうちゅうるい) ＞

皆さん、こんにちは。先日９/27にひたち野うしく小３年１，３組と、10/４には４，５組とみずべ

公園を歩いてきました。テーマは「動物のすみか～昆 虫などの動物は、それぞれどのような場所にいて
こんちゅう

何をしているか？」です。２組は学級閉鎖の関係で 10月後半に延期の予定なので、ここでとりあえず
がっきゅうへいさ え ん き

他のクラスで見られた生きものたちを紹 介することにします。まずは、甲虫(こうちゅう)の仲間から。
しょうかい

春にはヒキガエルのおたまじゃくしでまっ黒になる池の入口で、草の葉にテントウムシの幼 虫やさな
は ようちゅう

ぎがたくさんついているのを見つけてくれました。テントウムシにもいろいろな種類がいますが、これ
しゅるい

はナナホシテントウ。成虫だけでなく、幼 虫やさなぎも種類によって色やもようが違います。
ようちゅう ちが

ゆるい坂を池に降りて行くと、ハッカの花が咲いてい
さか お さ

ました。春には４年生が、葉のかおりをかいだ草です。
は

花にはチョウやハチ、ハナアブなどがたくさん集まって

いました。よく見ると、コアオハナムグリもいます。

花にもぐるようにして花粉を食べていました。からだに
か ふ ん

はたくさんの花粉がついています。

池のちょうど反対側に、シダレヤナギがあります。枝がたれ下がる
えだ

ので「枝垂れ」ですが、葉には黒く光る甲 虫のなかまがたくさんつ
し だ は こうちゅう

いていました。パッと見ると黒いテントウムシのようですが、ハムシ

のなかまでヤナギルリハムシ。ヤナギの葉を食べるるり色の虫な
は

ので、この名がついたのでしょう。さきほどのコアオハナムグリは、

小さくて緑色で花にもぐるようにして食べるから「小青花潜り」。こ
こあおはなむぐ

のように、生きものの名前には、その形や生活のし方などの特ちょう

から名前がついたものもけっこうたくさんいます。日本での名前、

和名はカタカナで書くというルールがありますが、漢字で表してみる
わ め い か ん じ

とその名の由来が分かったりすることも多いです。図鑑などで調べる
ゆ ら い ず か ん

ときには、いっしょに調べてみるとよいでしょう。
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よく見つけたね！ とても小さな、ナナホシテントウのさなぎ(左)と幼 虫(右)。 中 指の大きさとくらべてみよう。
ようちゅう なかゆび

ハッカの花粉を食べる、コアオハナムグリ。
かふん

シダレヤナギ(枝垂れ 柳 )の葉を食べる、ヤナギルリハムシ(柳瑠璃葉虫)。
し だ やなぎ は やなぎるりはむし



池の北側、あずまやでは、大きな白い幼 虫がこ
ようちゅう

ろがっているのを見つけてくれました。クワガタの

幼 虫じゃないかなど、いろいろ意見が出ました
ようちゅう

ね。あまり自信はありませんが、たぶんアオドウ

ガネという成 虫が広葉樹などの葉を食べるコガ
せいちゅう こうようじゅ

ネムシのなかまでしょう。幼 虫は、土の中で植 物
ようちゅう しょくぶつ

の根などを食べて育つそうで、サツマイモなども食
ね

べてしまうようです。

池の西側では、クズのつるに変わった虫を見つ

けました。口先が長くパンダもようの、オジロ

アシナガゾウムシ。名前の由来は？ 考えてみ
ゆ ら い

ましょう。このゾウムシは身の危険を感じると落
み き け ん

ちて死んだふりをしますが、足を縮めてじっと動
ちぢ

かないでいると鳥の糞のようにも見え、それで敵
ふん てき

の目をごまかしていると言われます。めすはクズ

の茎に傷をつけ、 卵 をうみつけます。
くき きず たまご

最後に下見の時に見つけたクヌギシギゾウ

ムシ。産卵のために穴を開けていました。穴
さんらん あな あ あな

を開けられるやわらかいところを探しながらドン
あ

グリの上を歩きまわっていましたが、最後には

写真の場所に穴を開けていました。それにして
しゃしん

も、長い口吻(こうふん)ですね。その途中から
とちゅう

触 角が出ているのもおもしろい。持ち帰ったド
しょっかく

ングリから白い幼 虫が出てきたら、このゾウム
ようちゅう

シの子たちかもしれません。【理科支援員:宮内】

植 物の根などを食べて育つ、アオドウガネの幼 虫。
しょくぶつ ね ようちゅう

クズのつるにいた、オジロアシナガゾウムシ。

産 卵のためドングリに穴を開けるクヌギシギゾウムシ。
さんらん あな あ


